
ふ~ぜ及、以草\敏弘匁別災i\99\ゑ汐必ゐ\.%'\虫少に吹か!!ff9\ゑふ2釘み~詰W

第� 17問 告をしCA賞

饗命溜鍵療の森記念館
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地長野県駒ヶ根市赤犠16410

年:1930年� 

: 2005年� (2002年移築〉

: (改修後)記念館・販売所

(改修諒〉倉車

建物所有者:議命酒製造勝

改惨設計者:側竹中工務治

議諺施工者:Q樹守中工務!苔

北野建設鰯

務命沼健康の森記念館は、養命縮製造の創業地である長野県中!日村に� 1930年(昭和� 5年)築造された

沼識の一つをリフォ…ムしたものだが、この語綾は、製造拠点:の移転に伴い、� 1961年(昭和36年〉と、� 

2003年(平成同年〉の二度にわたる移築を経て、現在� f養命i商Jを生産する長野県駒ヶ根にある。移築

後は製品倉庫として利用されていたが、� 2005年〈平成� 17年)工場見学者に開放ナる記念館にリフォーム

された。

?商高から記念鑓へのリブオームは、移築時の長続的工法で忠実に再現された漆喰壁、なまこ盤、陸根

瓦之容の外装はもとより、当初からの骨太な木造輪組みには極力手を加えず保存し、記念簡として必要な、

内揺さを簡に設建設する新たな展示狭量や仕上材を、ガラスやステンレスによる現代的な葉材で講成してい

る。この新� .IBの領域を明確にした対照的な組み合わせによる、歴史牲を意識し強化したリフォームは、

伝統的な籍築のリフォームに対する効果的な」手法になる。

またi甜j議脇;こ併設された増築棟は、議成して現代の議築技術でつくられており、これも伝統的な消譲

との新・� 18の対よじを意図的に強化し計画されている。この薪・� 18二つの建築の鉾設は、薬i酉メーカ}

「養命鴇jの400年を競える歴史の継承であると同時に、えき弱者に対する� f持jそのものの巧みな請出で

あるようにも見える O

設俄計爾は、移築掠の小墨組みに代表される酒蔵の歴史に館長室し、“見せない"設織をコンセブトとし

ている。また省エネルギーのため、人がi昔闘する部分を重点的に空調するよう工夫されている。 共体的

には、造作ベンチ内に空冷ヒ…トポンプエアコンを、床の局上げ部分400nunの中に、全熱交換機、ダク� i¥

電気器隷を収納している。悶常点検と綾詩保全のため、ベンチは取り外し可能な構造とし、議上げ床に

は点検口が要部iこ直己盤怒れている。またょにアコンが床にあることにより嘆気が天井に上昇する問題点は

小屋義にサーキュレータ会設ける事により解決を躍っている。

観葉(1602年)時のイメージを残しながらも、深い森の中に埋没していた素朴な製品金庫が、創業以

来の薬楢文化を継承する記念鎗{展示館)に生まれ変わった。地域の人々に公開されることで新たな生

命が吹き込まれ、工場の一施設としての枠を超えた、地域文化のー拠点として義付くことを期待したい。� 
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